























































































 さて前置きはこれくらいにして、今日は、愛知県立大学Ｅ棟 510 室で展示している実物を持
参したので、ひとつひとつ紹介する。 
Ⅰ西安 
01�前漢の五銖銭 紀元前 118 年～ 
【現在】中国・西安市。【古】前漢時代。漢字。  
(表)貨幣単位の“五銖”。漢字の篆書体。 
西安出土。初鋳は前漢・武帝の元狩五年（紀元前 118 年）とされる。 





















06�西域の漢字木簡  時代不明 
【現在】中国・西域出土。【古】時代地域不明。漢字木簡。  
上下に木簡の結び目がある。“祖母”、“亦曰”などが読める。 
07�ウイグル文字の銅貨 紀元 9 世紀～13 世紀 
【現在】中国・タリム盆地周辺。【古】西ウイグル国時代。ウイグル文字。   
(表)上 küｌ(名誉ある) bilgä(賢明なる)  左ｔängri(天) 
  下 buγuγ(ブクク) uiγur(ウイグル)  右 xaγan(可汗)。 
(裏)上 il(国家を)  tutmïš(保てる)。下 yarlïγ(勅命) ingä(に於いて)。 




09� ��� 紀元 2 世紀後半 
【現在】中国・ホータン。【古】于闐国時代。漢字とカローシュティー文字。 









11�ソグド�・シシュ�ール王�貨 紀元 7 世紀中期 
【現在】ウズベキスタンのサマルカンド。【古】ソグディアナの都市国家“康国”。ソグド文字。  
(表) 上“šyšpyr”(ｼｼｭﾋﾟｰﾙ)、下“MLK’”(王)。(裏) サマルカンドの紋章(支配者のマーク)。 
12�ソグド�・タルナ�ッチ王�貨 紀元 7 世紀～8 世紀 
【現在】ウズベキスタンのタシュケント。【古】ソグディアナの都市国家“石国”。ソグド文字。 
(表) 上“γwβw”(王)、中央チャチ地方の紋章、下“trnβč”(ﾀﾙﾅﾋﾞｯﾁ)。(裏) 雪豹とされる。 
13�ソグド�・王肖像�貨 紀元 7 世紀～8 世紀 
【現在】ウズベキスタンのタシュケント。【古】ソグディアナの都市国家“石国”。ソグド文字。  
(表) ソグド文字、中央に紋章。(裏) ソグド王の肖像。ギリシア様式の打刻貨幣。 
 
Ⅴインド西北 
14�バクトリア�・ミリン�王�貨 紀元前 2 世紀 
【現在】パキスタン北部一帯。【古】インド・グリーク朝。ギリシア文字とカローシュティー文字。２
�語��貨幣。 
(表) ギリシア文字“basileōs sōtēros menandrou”救済者たる王メナンドロスの。 
(裏) ｶﾛｰｼｭﾃｨｰ文字“maharajasa [tratarasa] menamdrasa”[救済者たる]大王メナンドロスの。 
1��クシャン朝�・ク�ュラ・カドフィ�ス王�貨 紀元 1 世紀後半 
【現在】パキスタン一帯。【古】クシャン朝。ギリシア文字とカローシュティー文字。２�語��貨
幣。 
(表) ギリシア文字“basileōs sōtēros ……”救済者たる[王ヘルマイオスの]。 
(裏) ｶﾛｰｼｭﾃｨｰ文字“…kusana yavugasa…”クシャン族の酋長[ｸｼﾞｭﾗ・ｶﾄﾞﾌｨｾｽの]。 
1��クシャン朝�・カニシカ王�貨� 紀元 2 世紀中頃  
【現在】パキスタン一帯。【古】クシャン朝。ギリシア文字・ギリシア語。 
(表) ギリシア文字“…basileus basi[leōn]…”諸王の王[カニシカの]。 
(裏) ギリシア文字“nanaia”ナナイア(女神の名)。 
ギリシア文字のΒ、Α、Ωに相当する字形はバクトリア以来のものと異なる。 
17�クシャン朝�・カニシカ王�貨２ 紀元 2 世紀中頃  
【現在】パキスタン一帯。【古】クシャン朝。ギリシア文字・バクトリア語。 
(表) ギリシア文字“…shao kaneshki…”カニシカ王の。(裏) ギリシア文字“miyro”ミイロ(神名)。
ギリシア文字でバクトリア語(イラン語系統)を表記する。 















































                                                  

















されるから、ブハラの貨幣は紀元 7 世紀から 8 世紀のものであろう3。この様式は当時東西交易






















































5 P.L.グプタ 2001 の 24 頁、渡邊 1973 の 22 頁参照。 
6 ２言語併用の小型の方孔円銭。亀茲は現在のタリム盆地北側の庫車（クチャ）県に相当。玄奘『大唐西
域記』（7 世紀前半）の屈支国（亀茲）の条に「貨幣には金銭・銀銭・小銅銭を使用している」とある「小



















渡邊 弘 1973.『西域の古代貨幣』,学習研究社。 




モーリス・ポープ著/唐須教光訳 1995.『古代文字の世界 エジプト象形文字から線文字 B まで』,講談社
学術文庫。 
蘇曄・劉玉榮 1998.『古幣尋珍』,文物出版社。 
小谷仲男 1999.「シノ・カロシュティ貨幣の年代 ―付録『後漢書』西域伝訳注―」,『富山大学人文学部紀要』第 30
号,17-48 頁。 
張忠山主編 1999.『中国絲綢之路貨幣』,蘭州大学出版社。 
P.L.グプタ著/山崎元一他訳 2001.『インド貨幣史 ―古代から現代まで』,刀水書房。 
NHK「文明の道」ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 2003.『NHK ｽﾍﾟｼｬﾙ文明の道 ②ヘレニズムと仏教』,日本放送出版協会。 
NHK「文明の道」ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 2003.『NHK ｽﾍﾟｼｬﾙ文明の道 ③海と陸のシルクロード』,日本放送出版協会。 
吉池孝一 2009.「貨幣の道」,『KOTONOHA』古代文字資料館発行(愛知県立大学 E511 内) 
第 79 号,12-16 頁。 
京都国立博物館編集 2009.『シルクロード 文字を辿って―ロシア探検隊収集の文物』, 京都国立博物館。 
吉池孝一 2009.「東アジアの漢字関連文字」,『現代中国への道案内Ⅱ』(工藤貴正・樋泉克夫編),白帝社。 




以上はモーリス・ポープ著/唐須教光訳 1995 の 115-163 頁参照。 
